


















いないマルコ以前の話であると見なす例（Thiede, C. P. Simon Peter: From Galilee to Rome. 
















































































Bart D. Peter, Paul, and Mary Magdalene: The Followers of Jesus in History and Legend. 
New York: Oxford University Press, 2006, 11）。またアボグリンはペトロの召命に関する三
つの説明（マルコ／マタイ、ルカ、ヨハネ）はそれぞれ最初期の伝承の痕跡を示すものであり、
各記事の資料を考慮するよりもそれらがどのように用いられたかを検討するのが望ましいとい
う（Abogourin, S. O. “The Three Accounts of Peter’s Call.” NTS 31, 1985, 600）。
 6 川島貞雄『ペトロ』（人と思想）清水書院、2009年、8頁。



























 9 “The other disciple remains unknown and is ‘sachlich und theologisch 
uniteressant’” Neirynck, F. “The Anonymous Disciple in John 1.” in: Evangelica II. 
BETL XCIX Leuven: Leuven University Press, 1991, 648-9 註174における、Lorenzen, T. 



















11 Cf. Beasley-Murray, G. R. John. Word Biblical Commentary, Vol. 36, Dallas, TX: 
Word Pub, 1989, 20.
12 Cf. Schnelle, U. Das Evangelium Nach Johannes. Theologischer Handkommentar 
zum Neuen Testament 4, Leipzig: Evangelische Verlagsanstalt, 1998, 53.
13 Cf. Keener, Craig S. The Gospel of John: A Commentary. Peabody, MA: Hendrickson, 
2003, 468. 
14 Ridderbos, H. The Gospel of John. A Theological Commentary. Trans. John Vriend. 
Grand Rapids: MI: Eerdmans, 1997, 83; Morris, L. The Gospel According to John. Grand 
Rapids, MI: Eerdmans, 1971, 136; Witherington, Ben. John’s Wisdom: A Commentary on 
the Fourth Gospel. Louisville, KY: Westminster John Knox Press, 1995, 70; Köstenberger, 
Andreas J. John. Baker exegetical commentary on the New Testament Grand Rapids, 
MI: Baker Academic, 2004, 76; Michaels, J. Ramsey. The Gospel of John. Grand Rapids, 























15 シナイ写本修正（a *）および Wの読み。この場合アンデレはイエスを信じた「最初の者」
という意味になる（Metzger, Bruce M. A Textual Commentary on the Greek New Testament. 























































20 なお原語では「アンデレ」が先に現れる（VAndre ,aj o  `a vdelfo .j Si ,mwnoj Pe ,trou）。
21 Lincoln, Andrew T. The Gospel According to Saint John. Black’s New Testament 































































り去ろうとする伝承が現れている」という（Haenchen, E., Funk, R. W., and Busse, U. John 




ついての伝承というものが存在しないことを示唆する」という（Barrett, C. K. The Gospel 
According to St. John: An Introduction With Commentary and Notes on the Greek Text. 2nd 
ed., Philadelphia: Westminster Press, 1978, 179）。
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3.3　ペトロの匿名化の理由とその過程
　以上の考察を踏まえ、2.5で述べたペトロの匿名化については、アンデレを強
調する伝承に由来すると考えられる。すなわちペトロとアンデレは「二人の弟子」
の組として伝えられてきたが、アンデレを重視する傾向により、あるいはペト
ロの地位を下げようとする人々によって、アンデレと「もう一人」（実はペトロ）
という表現が用いられるようになった。その後、「もう一人」がペトロであると
は知らない人々によって「アンデレによって導かれたペトロ」という伝承が組
み合わされた。こうして、ペトロが二度（最初は無名の弟子として、二度目は
名を明らかにして）現れる伝承が形成されたと考えられる。
　ペトロの名が消えた時点について、それがヨハネ福音書記者の手になるものか、
あるいは福音書記者が伝承を受け取った段階ですでに匿名化されていたかとい
う問題があるが、上記の過程が正しければ、福音書記者はすでに匿名化された
伝承を受け取ったことになる。ヨハネ福音書そのものではペトロの名前が頻出し、
また肯定的な評価も多いことを考えると、これは妥当な判断であろう。
4　まとめ
　各福音書におけるペトロの召命記事の違いを検討することを通し、ヨハネ福
音の記述は共観福音書とは異なる伝承、特にアンデレを重視するものを背景と
している可能性が高いことが明らかとなった。初期キリスト教伝承におけるペ
トロ重視は良く知られているが、それに対抗するものの存在は、初期キリスト
教における多様性を示すものであり、貴重な資料の一つといえるだろう。
